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■経緯

まず、簡単な自己紹介をします。
川島範久建築設計事務所を主宰し、明治大学でも研究・教育
に携わっています。
私のバックグラウンドとして特徴的なところとしては、現在
は建築家として主に建築設計を行っていますが、大学の学部
時代は計画系の研究室に属し、その後、修士課程以降は環境
系の研究室に所属し、環境エンジニアリングの観点から、ど
う建築デザインを発展させていけるかといった研究と実践を
行ってきました。
私が東京大学に入学した当初、難波和彦氏がいて「箱の家」
シリーズを設計されていました。難波先生は、東京大学にい
たときにサステナブルな建築・都市を研究テーマとして掲げ
ていました。私が環境系に進もうと思ったのは難波先生の影
響です。
難波先生が、箱の家シリーズの構法的・構造的ブラッシュアッ
プをしてバリエーションを展開してきたものを、今後は環境
的な展開をしていきたい、といったタイミングで環境系に進
み、難波先生と共同で箱の家シリーズの現状と環境的な改善
の方向性といったことを修士論文研究として行いました。
修士課程を修了後、日建設計に就職し超高層ビルの設計に携
わりました。これは 12 万㎡の超高層ビルで 1 フロアあたり
4500㎡程度、25 階建て、高さ 140 ｍのビルです。
学生時代には戸建住宅における環境配慮型といったものを勉

強していたわけですが、
就職して携わった建築
を同じスケールで並べ
ると全く違うスケール
になります。
興味深いのは、小さい
建築の場合は、形であっ
たり外皮の構成といっ
たものが室内環境その

はないか、という考え方を学び、日本に戻ってきました。
その後、日建設計から独立し自分の個人事務所で住宅設計か
ら始め、今日ご紹介するオフィスの設計などの実践を行って
きました。同時に、2013 年から博士論文を書き始め、カリフォ
ルニアで学んだことをベースに日本においてはどうしていく
べきなのかといったことを考えようということで「日本にお
ける環境配慮型建築の設計プロセスに関する研究」というタ
イトルで博士論文をまとめました。
このように実践と理論とをやってきたわけです。
昨年 5 月に理論と実践をまとめた「環境シミュレーション建
築デザイン実践ガイドブック」という本を書きました。副題
として「自然とつながる建築をめざして」としており、環境
シミュレーションを建築デザインに使う目的は自然とつなが
る建築をめざすということを表しています。
環境シミュレーションのソフトウエアはたくさん存在してお
り、こうしたソフトウエアが建築デザインをする際の大きな
助けになることをこの本で紹介しています。

ものに多大な影響を与えるので、小さな建築のデザインをう
まく行うことによって内部を快適にすることができます。
それに対して大きな建築の場合は、外皮も大事ではあるが、
外皮が与える影響の範囲というのはごく一部、だいたい外周
部分 5m 程度の範囲に限られてきます。
それより内側の範囲の環境制御は機械設備を使って行わざる
を得ない。そういった大きさと制御の仕方の違いがあります。
それ以外に自分にとって一番印象的だったのが、大きな建築
になると内部環境を制御するだけではなく、外部に対する影
響も考えなければならないということです。
例えば、大きな建物を建てると非常に大きな影を落とします
し、外壁の素材の選び方によっては反射公害を起こします。
つくり方によってはビル風が問題になりますし、人工物の集
大成である都市はヒートアイランド現象を起こし、周辺地域
よりも都市部が非常に暑くなるといった問題にもなります。
これらのことから、大きな建築は環境的なインパクトがある、
ということを学びました。
そこで、そうした影響を少しでも小さくしようということも
考えながら建物の形状や配置を考える、例えば海側からの冷
たい風を建物の中にしっかり届けられるような形にしようと
か、それだけでは都市部のヒートアイランド現象を十分に解
消できないので、建物のファサードの素材を考え、そこに水
を流せるような設備的な仕組みを考える、といったことを行
いました。
こうした仕組みはこれまでなかったので、つくる前にどれぐ
らいの効果があるかといったことを検証しながら設計・開発
を進めました。たとえば CFD というソフトウエアを使って
解析すると 120 ｍ角ぐらいの大きな壁面で海からの風が 2℃
ぐらい冷やされるといった解析結果が得られました。これを
もって設計者としてもクライアントとしても納得しながら、
この仕組みを実現してみよう、ということになったという経
緯があります。
建物の完成後も、上空からサーモカメラで撮影すると、その

自然とつながる
「デライトフル（歓びのある）」な建築

～パッシブデザイン手法を取り入れた先進的オフィスビルの設計事例を通じて～

環境的視点から建築・都市デザインを見直す実践と研究を続け、コンピューターを活
用した環境シミュレーションに基づく高度な環境配慮デザイン、資源循環に配慮した
マテリアルフローのデザイン、新しいエコロジカルなライフスタイルの提案等、高度
な建築設計を進めている建築家 川島範久氏を講師としてお招きし『自然とつながる

「デライトフル（歓びのある）」な建築～パッシブデザイン手法を取り入れた先進的オ
フィスビルの設計事例を通じて～』をテーマとしてご講演いただいた。

開催日時：令和 5 年 3 月 2 日　
参加者：34 名

令和 4 年第 3 回交流セミナーレポート

川島  範久  氏
川島範久建築設計事務所

主宰

建物部分が冷えていることを確認できました。そうした設計
プロセスを経験することができました。
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この建築ができたのは 2011 年 3 月 17 日だったと思います
が、その 1 週間ぐらい前に東日本大震災が起き、直後に福
島第一原発の事故が発生しました。福島第一原発は、原発の
中でも比較的古いタイプのものだったということはあります
が、こうしたリスクを抱えているものであると共に、人間が
制御しきれるものではない技術だったわけです。
技術というものは、それ自体には罪はないが、人間側の使い
方が非常に重要で、なんのためにそうした技術を使うのか、
そういったことを考えないで技術や進歩を追い求めると非常
に大きな問題が起こり得るということを学んだわけです。
こうしたことから、もう一度環境から建築を考えるといった
ことを勉強し直したいという思いが働きました。直後に、こ
れから日本の建築業界は環境配慮、サステナビリティといっ
たことが非常に重要になるだろうということで、非常に先進
的なエリアであるアメリカのカリフォルニアから先生が来日
されてワークショップが行われました。
たまたま自分もそこに参加したわけですが、彼らがやってい
ることは自分も将来的にやりたいと思うことだったので、日
建設計を休職して彼らのところに学びに行くことにしまし
た。
彼らは、様々なソフトウエアを活用しながら環境配慮型建築
を設計していますが、特に興味深かったのは、自然のエネル
ギーをどのように活用するか、たとえば自然換気状態の室内
の温熱環境を「Thermal Autonomy」という指標で評価します。
要はパッシブデザインによる効果を見る、ということになり
ます。あるいは「Daylight Autonomy」といった指標により、
あるエリアが設定時間の何％を目指している照度を確保でき
るかといった昼光利用による明るさを評価します。
こうした指標は全て自然とのつながりを適切にデザインする
ための指標なのです。テクノロジーというものは何でもでき
るという印象があるかもしれませんが、どのように使うかと
いったときに、自然とのつながりをデザインするためにこう
したシミュレーション技術といったものを使っていくべきで

■ REVZO Toranomon

一つ目に紹介するのは REVZO Toranomon という 2020 年に
できたオフィスビルです。
この REVZO というのは中央日本土地建物という不動産会社
による新しい中規模賃貸オフィスブランドになります。近年
では、様々な不動産会社がこうした中規模賃貸オフィスブラ
ンドといったものを手掛けています。なぜこうした流れが
あるかということを考えてみますと、「オフィスピラミッド」
グラフを見ると、近年、大規模オフィスビルはたくさん建て
られているのに対して中小規模オフィスビルはあまり建てら
れていません。それゆえ大規模オフィスビルは近年のニーズ
に合ったものになっていますが、中小オフィスは古いものが
多いということです。ということで、最近不動産会社がそう
したものを手掛けているということになります。最近では在
宅ワークスペースや郊外型コワーキングスペースはあります
が、大型オフィスとの間の規模のものがない。そのニーズを
埋めていくというトレンドが最近はある、ということです。
その一つとして提案したものが REVZO になります。
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これは空調の配置の工夫とも言えますし、中規模サイズによ
るものとも言えます。
中規模ビルは、どちらかというと大規模ビルよりも住宅に近
いスケールです。なのでこれくらいの規模であれば、超高層
ビルの縮小版を設計するというより、住宅のやや大きい版を
設計するというスタンスの方がうまくいくのではないか、そ
んなことを考えています。
その他の環境配慮としては、スケルトンに近い状態で貸すと
いうことが特徴です。天井が張られてなくて空調が現しに
なっています。けれど梁は仕上られていて、天井もデッキプ
レートが見えていますが白く塗られて仕上げられているので
このままでも使えなく
はないし、このままで
使われている方もいま
す。
床 の OA フ ロ ア も カ ー
ペットを張らずに貸し
出します。
これにより、入居して
自分のオフィスのイン
テリアデザインをして、様々な工事を行う際に、この状態が
イニシャル（＝現状）なので、入居時も退去時も廃棄物を減
らすことができます。
窓の先にはバルコニーがあり、そのバルコニーの先には緑が
あり、その先にメッシュがあるので安心して外に出られます。
このメッシュは安心だけではなく、緑が育つ拠所にもなって
います。
バルコニーの先には、バルコニーの延長としての屋外避難階
段があります。普通ならば裏にあって日常的にはあまり目に
しない屋外避難階段ですが、それを日常的に目に入る位置に
設置することで、非常時にも慌てずに屋外に避難できます。
緑も、ただ見て楽しむだけではなく、収穫して食べられる
edible な植栽にしています。
見るだけではなく主体的に関わることができるような植栽計
画になっています。
最上階は貸室ではなく共用のラウンジとしている点も特徴的

です。これにより最上階の恩恵をシェアできますし、こうし
た空間でイベントを行うことも可能です。カジュアルな会議
スペースもありますし、個室の会議スペースもあり、自分の
テナント中にそうした会議室を設けなくても良いといった特
徴もあります。
共用ラウンジだけではなく、階段やエレベーターホール、エ
ントランスも共通して自然素材をふんだんに使っています。
オフィスビルとしては珍しいと思います。
さらに、産地が明確で作り手の顔が見えるマテリアル・家具
を使っています。ここでは、北海道旭川、富山県高岡、福島
県会津、佐賀県有田といった産地のものを使っています。

□環境配慮行動を誘発する仕組み

エントランスホールには、土で作った門型フレームの中に
LED ディスプレイがあり、LED ディスプレイに表示されたグ
リーンとリアルなグリーンに囲まれるエントランスになって
います。 門型フレーム内のグリーンは映像で、自然を写し
た映像もあれば工房の映像の場合もあります。
春・夏・秋・冬でテーマとなる場所が変わり、朝昼晩でシー
ンが変わります。
朝は働きたくなるように工房の映像が多めで、夜は自然の映
像が多め、といったことをやっています。
これは、賃貸オフィスビルというものが基本的には他人の物
を借りているという感覚だし、そこで使われている材料は人
工的なものがほとんどで、どこで誰が作ったものなのか意識
的になることはほとんどないわけです。けれど今回のオフィ
スビルでは、そういったことを意識的になれるような素材の
チョイスをしていますし、それだけではなく、マテリアルの
背後にあるネットワークといったものを理解できる、感じる
ことができる仕組みになっています。
こういったことを考えるきっかけになったのは、デジタル技
術といったものが環境配慮に対してどう貢献できるか、例え
ば色が変わる LED を使った美容室のデザイン例として、空
間に温度計をバラまいて、その温度に従って 30 分に 1 回程
度、温度情報を元に照明の色が変わるようにして、どこが暖
かくてどこが涼しいかをわかるようにしました。

27 28

この情報を見て、美容師さんが寒がりのお客様は暖かい場所
に座らせて、暑がりのお客様は涼しい場所に座らせたり窓を
少し開けたり、エアコンの向きを調節したりするなど、人間
の行動を変えています。
このように環境配慮行動を誘発する、ナッジするような方向
にデジタルデザインを使えないかということも考えてきまし
たが、今回の、マテリアルの背後にあるネットワークを感じ
る仕組みの実現として、デジタル技術を使えるのではないか、
ということを考えたわけです。

■ GOOD CYCLE BUILDING 001 淺沼組名古屋支店改修
　 プロジェクト

続いて紹介するのが GOOD CYCLE BUILDING 001 淺沼組名
古屋支店改修プロジェクトです。

□ GOOD CYCLE BUILDING 001 に活かされた「伝統知」

このプロジェクトでより意識的に行ったことは、循環型社会
の実現に向けて「伝統知」
を学び、活かすということ
です。
私はこれまで環境シミュ
レーションの研究をしてき
たわけですが、近年はそれ
を地域スケールに広げよう
ということで、地方の伝統集落にフィールドサーベイに行っ
て研究をしています。これを伝統知リサーチと呼んでいるの
ですが、これは伝統集落に残るエコロジカルな知を調査する
研究になります。
徳島県にし阿波地域の伝統知のリサーチをしました。徳島県
の吉野川の南側の支流には、こうした斜面地集落が 200 ぐ
らいあります。
斜面には、南向きだけではなく、東向きも西向きも北向きの
斜面もありますが、なぜか北向き斜面に非常に大きな集落が
形成されていたりします。我々都市に住む人間の感覚からす
ると、北向き斜面の集落は不利なので、そうしたところに集

□ REVZO Toranomon の特徴

REVZO は外観にも特徴
が現れているのですが、
賃貸オフィスビルとし
て最も特徴的なのは基
準階の構成になります。
まず、特徴の一つ目は
プランニングです。
従来の中小オフィスの
王道的なプランニング
は、前面のメインスト
リートに対してワーク
スペースをワイドフロ
ンテージで取り、後ろ
側にコアスペースを設
けるという構成です。
今回は、オモテ面に対
して左右にスプリット

コアを設けることで両面採光できるようにし、開閉可能な窓
にしてその先にバルコニーを設けて屋外避難階段を設けると
いう構成にしました。
こうすることにより、両面採光、両面自然通風、眺望の確保
ができ、さらに外に出られる空間もあるという構成とするこ
とができました。
中規模なので、両面の窓を開けるだけで十分な換気ができま
す。それと奥行きが片面から 8 ｍずつなので、概ね自然光で
奥まで明るくすることができます。
これが中規模オフィスビルの特徴だと言えると思います。
空調的な特徴もあります。引渡し時には、通常であれば天井
が張られていると思いますが、天井を張っていないので天井
高が高い空間となっています。
なぜ天井を張っていない状態を実現できているかというこ
と、空調機を片寄せして横吹きしているためです。そして現
しになっている梁が空気の制御として機能し、横吹きでも奥
までしっかり届くので、片寄せ空調でも全体的な空調ができ
るようにしています。
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落などつくらないのではないかと思うわけですが、実は大き
な北斜面向き集落があるのです。
なぜだろうということを調べようとしたときに、よく調べて
みると、ケカという集落は北向き斜面の中でも傾斜が少し緩
く、上に凸になっているので、そのおかげで冬だけ比較する
と南斜面の半分程度の日射量しか得られないけれど、冬は作
物を育てるわけではないので、年間で見ると 1430kWh/㎡
に対して 1200 kWh/㎡で 8 割程度の日射を受けることがで
きているわけです。
先人たちは、南斜面に比べると傾斜が緩やかなので、ここは
北向きだけど良い土地だということを発見し、この集落を大
きく広げていった、そんなことが想像できるわけです。
民家の建ち方からも学ぶことができます。
非常に急勾配の屋根を持つ民家を、斜面を少し造成して石垣
を積み、その石垣にくっつけるように、下屋を覆いかぶせる
ように建てています。そしてその石垣を作った分だけセット
バックして建てています
それはなぜかということを解析すると、吉野川の支流に沿っ
て強風が吹いてくる。昔の家の建てられ方はどちらかという
と風を取りこむというより強風から防ごうということです
が、吹き上がってくる風が前面の擁壁の石垣で剥離し、大き
な屋根の上を流れてくれるので、家の周りは非常にマイルド
な風の流れになっています。当時はアルミサッシなどないの
で普通の建具でも十分強風に晒されることなく過ごすことが
できたわけです。
冬は夜になると強風が吹き下ろしてきます。そのときに大き
な屋根がブロックしてくれて、斜面の下に風が流れていくの
で、その場合にも家の周りは非常にマイルドな風の流れに
なっています。こうした民家の知恵といったものも学ぶこと
ができます。
伝統集落から、太陽の日射や風といったものに対する知恵を
学ぶことがたくさんあるわけですが、それ以外にも様々学ぶ
ものがあると感じながらフィールドサーベイも行いました。
その中でも特に、伝統集落ではゴミが出ないということがあ
ります。太陽から降り注ぐエネルギーが養分になり、それが
循環していきます。
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現代ではこうした循環が断ち切られています。日射が降り注
ぎ、作物ができ、それを人間が食べ、下水で流したりごみ焼
却して灰にしています。ということは降り注いだ太陽からの
エネルギー、養分を土に還していないわけです。
ですが、かつての集落ではその循環があり、さらにゴミが出
ていない。こうしたことも伝統知としてしっかり学ばなけれ
ばならない、と感じていました。
研究以外にも様々な活動を行っており、古民家の改修や集落
の再生といったことにも携わっています。
例えば、古民家の改修について土壁の傷んでいる部分を塗り
直すときに、すぐそこにある田圃の土を使い、すぐ裏にある
竹を使って竹小舞を作り、シュロ縄でかいて、そこに土を塗っ
ていく、藁など土に還る材料だけを混ぜて作るといったこと
をしました。
自分たちで作るので、その仕組みがわかるようになります。
なので、将来クラックが入ったときにも自分で直すことがで
きます。そのように自分たちで維持管理していきますし、こ
うしたプロセスを楽しむことができます。
古民家の改修をしてみると、すごく愛着を持つようになりま
す。愛着を持って大切に使い続けたいと思うようになります。
こういう思いこそが、建物を本当の意味で持続可能なものに
するのだ、と思ったわけです。
こうした里山の古民家改修といった試みを、里山だけではな
く高密都市でも、身近な家だけではなく、他人のものという
感覚があるオフィスビルでもできないか、そのようなことを
考えました。
ただ、古民家で
やっていること
をそのままでは
活かせないわけ
です。やはり里
山では自然素材
だ け の 循 環 ― 
BIOSPHERE とい
う循環の中で完
結できるかもし

れませんが、高密都市というものは、既に人工物で都市がで
きあがっています。なので TECHNOSPHERE の存在といった
ことをしっかり考えなければなりません。
BIOSPHERE と TECHNOSPHERE をいかにハイブリッドして
いくか、といったことを考えていかなければならない、とい
うことです。
そ こ で 参 考 に な る の は、「Cradle to Cradle（ ゆ り か ご か
ら ゆ り か ご へ ）」 と い う 概 念 で、 こ れ は BIOSPHERE と
TECHNOSPHERE をハイブリッドするのですが、ハイブリッ
ドの仕方が大事だ、ということを言っています。BIOSPHERE
と TECHNOSPHERE をしっかり分離し、それぞれの中でしっ
かりと循環させられるようにハイブリッドすべきだ、という
ことを言っているわけです。まさにゴミが出ないようにする、
という方法です。

□中小規模ビルの可能性

もう一つは、中規模ビルの可能性ということです。
浅沼組のオフィスビルは築 20 年から 40 年の間のゾーンで、
中小オフィスビルのボリュームゾーンのど真ん中になります。
実はこのボリュームゾーンで重要なのは、旧耐震基準から新
耐震基準に切り替わったラインで、このラインより近年にボ
リュームゾーンがあるということがポイントです。
新耐震基準に切り替わった以降は、耐震性能上とくに大きな問
題はないので、基本的には耐震改修は不要です。
したかってこのボリュームゾーンというのは、量だけではなく、
耐震性能という質という観点からリノベーションの可能性が非
常に高いといえます。しかし、ここ数年のリニューアルの割合
は非常にわずかである、ということが今の状況です。
今回の淺沼組のビルは REVZO と同じぐらいの規模のビルです。
先ほども説明したように、これくらいのスケール感というのは、
自然通風とか自然採光などの観点で、大きすぎない中規模ビル
は環境的な可能性がある、ということです。
なのでまさにこのボリュームゾーンを活かした、築 30 年程度
の中規模ビルのリノベーションについて伝統知を活かしてリノ
ベーションしていく、そうしたモデルを提示しようというのが
このプロジェクトだと言えます。

□ GOOD CYCLE BUILDING 001 の Before － After

正面は大幅に変わっています。
ファサードを見ていただくとわかると思いますが、茶色い部
分は土の鉢植えです。その外側に庇を出し、吉野杉の丸太を
据えています。
土のプランターに多様な植栽を植えて、その奥にベランダが
あるという構成です。
当初は、柱の外側にガラスがあったのですが、2.5 ｍセット
バックして半外部空間をつくりました。このベランダ空間は、
吉野杉と土とプランターに守られたバッファゾーンになって
いて、この空間自体は、さらに吉野杉のデッキや軒天、ベン
チに囲まれています。
そこの窓は開閉でき、西向きなので日射が厳しい時は木製の
簾を下すことが出来るようになっています。
窓際は、外部を気持ちよく感じられるような空間になってい
ます。
内部は既存の RC の柱の仕上げを剥がしただけの状態になっ
ています。
南東方向は窓が全面的に開くようになっていて、元々壁が
あった部分は土で仕上げています。家具が配置された状態で、
窓際は快適な空間となっています。ワークプレイスは木製の
家具を置いています。
プランは基本的には、自然の光・風に対するアクセシビリティ
を高める空間改変を行っています。
解析をしてみても、人がいる空間はすべて自然の採光で十分
明るさを得ることができ、換気も十分できるということがわ
かりました。
それに加えて、外皮の高性能化と高効率設備への更新によっ
て快適な温熱環境と省エネルギーを実現し、「ZEB Ready」を
取得しています。
エントランスを入ると開放的な空間が広がっています。元々
スラブがあったのを除去して吹抜けをつくり、その突き当た
りの壁を除去して 1 階から 2 階へ上がる専用の階段を設けま
した。
その階段にトップライトを設け、かつては建て込んで暗い空
間だったのを風通しの良い明るい空間にしています。
元々、石張りの空間で天井も張られていましたが、それらを
剥がして土と木とし、グリーンを添えています。
南側は応接室が 3 つあり、土の部屋、木の部屋、アップサイ
クルの部屋とし、土の家具、木の家具、アップサイクルの家
具が配置されています。
突き当りに新たに設けた階段室は、吉野杉と吉野檜、土壁、
トップライトがあり排煙窓によって換気もされています。
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2 階に上がるとラウンジ空間があります。このラウンジは窓
を開け放つことができます。そこに木や土、アップサイクル
を使った家具が配置されています。
3 階から 6 階が執務室になっていて、7 階は大会議室になっ
ています。ここはスラブを打ち抜いて天井を上げて南からの
光が取りこめるよう開放的で気積が大きな空間に改修してい
ます。曲面状に上がった天井の上は、8 階のホールの階段状
の床になっていてイベントを行う際の席になっています。天
井もスラブを抜いて、ルーバーはありますが外のように明る
い空間を最上階につくっています。
屋上のルーフガーデンは元々ルーフガーデンでしたが、人工
芝を本物の土と芝にしました。

□都市における循環－リサイクルとアップサイクル

以上のように、基本的には、既存の建物を活用しながら自然
の光・風に溢れ、土・木・緑に包まれる空間とした、という
ことですが、こうした建築を都市における「循環」の中に位
置づけ直す、といったことを行っています。
具体的には、土については様々な土の活用を試していますが、
この土は建設残土を再資源化して使っています。建設残土は
通常、ガラ交じりで左官職人さんからすると使い物にならな
い、と言われるのですが、実はふるい分けさえすれば再資源
化できるのです。
建設地が名古屋で、瀬戸や知多の土が建設残土としてあった
ので、ふるい分けして再資源化して使いました。さらに、そ
れをかつての古民家の土壁のように土に還すことができるよ
うに不純物を加えない、ということをしました。
ですが、なぜ石油由来の材料を入れたりセメントを入れたり
するかというと耐久性を高めるためです。つまりそうした製
品と比較すると、耐久性は若干低くなります。
しかし、自分たちで施工し、仕組みがわかれば、多少弱くて
もそれを許容できるし、自分たちで直せるわけです。あるい
はひびが入ったりしても愛着を持っていれば、そうしたひび
もあまり気にならないです。
なので、今回はオフィスビルですが、入居する淺沼組の社員
たち総勢 120 人が参加して、ワークショップで下から上まで、
土壁のほとんどを施工しました。
それだけではなく、通常であれば左官職人さんの鏝の技術で
きれいに仕上げるところを、そうではなく、素人の方がたく
さん参加してこそできる土壁の工法をやろうということで、
左官職人さんと相談し、指でなぞって仕上るとか、土を投げ
つけて仕上げる、といったことを行いました。こうするとム
ラも全然気にならないですし、むしろ非常に特徴的で愛着が
わく土壁になりました。
次に木についてですが、近年、木材利用が脱炭素には重要だ
と言われていますが、どんな木でも使えばよいというわけで
はありません。基本的には、持続可能な森林管理を行ってい
る森の木を使わなければ良い循環は生まれません。
そうしたときに、淺沼組は奈良に縁があり、奈良には吉野と
呼ばれる素晴らしい森林管理をしてきた森があるので、そこ

の木材を使おうということになりました。そして淺沼組創立
130 周年ということで、象徴的にファサードには樹齢 130
年の吉野杉を使うこととしました。
ファサードには 6 本の吉野杉を伐採したものを使っていま
す。1 列当たり、元々 1 本の杉だったわけです。なので上に
行くにしたがって細くなっています。1 本だったものを切っ
て丸太にしていますが、そのプロセスは端材を最小化すると
いうことにつながっています。
この丸太を伐採した直後の未乾燥の状態で、取り外し可能な
ように取り付けています。それは、将来乾燥した時に取り外
して家具の材料などに転用しようと考えたからです。いわゆ
る式年遷宮的なことをしていこうとしているわけです。
都市の建築に木材を活用するということにはどのような意味
があるかというと、もちろん炭素を固定するとか、単純に木
を見て美しさや温もりを感じるといったこともありますが、
実は、都市に木を貯木しているという側面があると思います。
それをさらにリアルに循環させていけるようなあり方とし
て、こうしたファサードの仕組みを提案しています。
ファサードだけではなく、家具においても、例えばソファー
の場合は、角材を並べるだけ、積層しただけといったように
作っていて、比較的大きな材を使っています。将来ソファー
をやめようとなったときに、この材料は別のものに転用でき
ます。
家具やフローリング材を作った後には、羽柄材や端材が出ま
す。あるいは木っ端材が出ます。そうしたものも活用して家
具を作りました。
それでも使いきれない端材を活用したプロダクトとして、吉
野杉の香りを楽しめるプロダクトを作り、クラウドファン
ディングでファンを集め、返礼品を送る際の梱包材にも端材
を使うなど、端材を徹底的に利用しました。

アップサイクルの観点では、既存の躯体を活用しているほか、
エントランスホールに使われていた石材のうち、きれいに剥
がすことができたものをトイレの床の仕上げ材に利用し、き
れいに剥がせなかったものは細かく砕いて石膏で固めて家具
の面材として使っています。この建物だけではなく、都市で
出るプラスチックゴミをポリスチレンとポリエステルに分類
し、ポリスチレンはフレーク状にしてオーブンで温めて固め
て面材として、元のビルで使っていた既存デスクと組合せて
アップサイクルデスクにしています。
ポリエステルはポリエステル糸を作り、それで編んだニット
を既存チェアに被せてアップサイクルチェアにしています。
都市の「循環」の中に建築を位置づけ直すサーキュラーなマ
テリアル・フローデザインをこのビルで行っているというこ
とになります。
その他、外部植栽や内部植栽にも、植物が健康に育ち人間が
そのメンテナンスに関われるような仕組みづくりもしていま
す。
以上のような工夫を重ねることにより、運用時の CO2 は
50％以上削減し、ZEB Ready の認証を取っていますが、注目
すべきは建設時の CO2 が 85％以上削減できている点です。
これが非常に大きいわけです。
そうした脱炭素だけではなく、さらに人間の健康増進といっ
たことにも確かに寄与できていることも、医学的な調査に
よって行っています。
これを非常にストックが多い中小規模の既存ストックといっ
たものを活用して実現していく、そういった提案になってい
ます。
これらのプロジェクトを高密都市で行っており、ゼネコンの
主要事業として展開しようとしていることが重要なポイント
だと思っています。（終）


